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1，は じめに

　 遠隔地 の 降水化学の観測は大気環境を地球規模で 考察する上で 非常に重要で ある 。 気象庁は南鳥島

（東京都小笠原村 N24
°

18’
，
　E153

°

58’

）で降水化学を観測 して い る 。 これは WMO の 全球大気観測計

画に関する観測の 一環（WMO 　GAW 　PC）で ，1996年 1月に開始された。 こ こ で は一年間の デー
タ をもとに

して 、 その 降水化学の 特徴 、 世界の 遠隔地 と比較 して そ の 位置づ けを試みた 。

2，実験

　 試料 の 捕集 は
一降水 ごとに行い 二 っ に分割する 。

一
つ は現地で pH と電気伝導率を測定 し 、 他の 一

っ は東京 に送付 し汚染分析セ ン ター （気象庁）で主要イオン をイオン ク ロ マ トグラ フ 法で測定す る。pH

は フ ロ ー分析用比較電極 ユ ニ ッ トによ り測定 した 。

3 ．結果

　イ オ ン バ ラ ン ス によ る測定精度をみ る と、陰陽各イ オ ン 濃度和 C，A は 7mM まで の 範囲に あ っ たが

C と A は
一

致す る と解釈 で きた 。 主要イ オ ン に つ い て 降水量加重平均濃度を求 めた（単位 ：μ eqL
’i
）：

pH5 ．6 （H
＋

：2．3），
　NH4 ＋

：2．1，
　Ca2＋：11．4

，

Mg2 ＋
：41．9，　K

＋

：4，7，　Na
＋

：176．3，　NO ，

’
：

3．5，SO ，

2’
：25．2，　CI

’
：204．7，

nss ・Ca2＋：．8，

nss ・SO42
’
：3．9。 海塩成分濃度が高い

が C，A の 90％ 程度を占め 、　Ca2’や

SO42
’
の 70・80％ は海塩由来で あ っ た。

個 々 の値 を見 る と pH は 5．0・7．4 の 範

囲 にあ り （図 1 ）本州等 の 国内の 測定

点 に 比 べ 高い 値で あっ た 。 また 中和が

全 く無か っ た と仮定 した とき の pH

（pAi）は 3．4・5．8 で あ っ た （図 1）。 硫酸、

硝 酸が残 っ て い る割合【耳
＋

］1（【NO31 ＋

【nss ・SO42’］）は 0．6 以下で あっ た 。

　硫酸、硝酸の 濃度の 指標で ある NO ，

’
，

nss ・SO42
’
濃度を地球規模の 遠隔地の な

どの 値
de
と比 べ る と南鳥島の 値は綾里

（岩手県三陸町）よ り
一
桁低 く Barbados

（大西洋）と同程度 、 （イ ン ド洋）よ り少 し

高 い と解釈 された （図 2 ）。これか ら南

鳥島で の 降水化学 の観測は地球 規模で

も非常に 重要で ある と思われる 。

★ D ，M ．　Whelpdale 　and 　M ．　S．　Kaiser，

Global　Acid　Deposition　Assess　nent ，

W 〕MO 　Report　No．106 （1997）．

燗

く
亀

6

5

4

3

醐 騰∴
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 臼　　Oe

　 　 　 　 　 　 O

　 　 　 　 　 　 　 　 o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 口

30

貧

喜
2°

，
i｝
610

0

3　　 　 4　　　 5　　　 6　　 　 7
　　　　　　　　　　pH
　　 図 1 南鳥島にお ける pH と pAi
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